
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 きほん こたえ 名前

天体の計算 月 日

れい 360度÷24時間＝15度/時。1日の360度は1440分だから、1度は4分

月の形と南中時こくは、新月12時・上げん18時・満月0時・下げん6時。月は南中の6時間前に

のぼり6時間後にしずむ

1 角度と時間・時差・月の出入り 基本

次の問いに答えなさい。時こくは24時間の言い方(午後9時は21時)で答えなさい。
星は、1時間に15度ずつ、東から西へ動いて見えます。同じ星が同じ位置に見える時こくは、1日に約4
分ずつ早くなります(同じ時こくに見える星は、1日に約1度ずつ西へずれます)。経度が15度ちがうと、
その地点の時こくは1時間ちがい、東の地点ほど進んでいます。月は、東からのぼり、南の空を通って、
西へしずみます。南中の6時間前にのぼり、6時間後にしずみます。

(1) 上げんの月(南中は18時ごろ)がのぼ

るのは、何時ごろですか。　答え

1 2 時

(2) 同じ時こくに見える星は、50日たつ

と、約何度西へずれて見えますか。　答

え 5 0 度

(3) 同じ星が同じ位置に見える時こくが

12分早くなるのは、約何日後ですか。　

答え 3 日後

(4) 下げんの月が南中するのは6時ごろで

す。12時ごろに、この月が見える方角

は、東・南・西のどれですか。　答え

西

(5) 星が30度動いて見えるのは、何時間

ですか。　答え 2 時間

(6) 日本(東経135度)が18時のとき、地

点Pは15時でした。地点Pの経度は、

東経何度ですか。　答え 東経

9 0 度

できた / 6問
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